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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、光コム干渉カメラを用いた新たな計測技術を開発し、内視鏡手術に応用可能な非接触・リ

アルタイムの３次元臓器計測・推定を実現しようとする研究である。 

これまでに超高速 CMOS イメージセンサの試作や臓器構造の推定や表示に関する新手法の開発な

ど、いくつかの重要な研究成果が得られており、トップジャーナル・国際会議においても多数の論文を

発表していることは高く評価できる。 

今後は、センサデバイスの性能目標を達成するとともに、医療実証実験を進め、内視鏡手術支援シス

テムとしての有効性を示すことを期待する。 


